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・沢から水が流れ、水路の水が溢れた

・水路が溢れ、断面を
大きく改修した

・片貝川への流れがなく、集落の水が
すべて集まってくるのに水路が狭い

・避難所裏急傾斜地
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防災マップ記号凡例

令和元年台風19号及び
過去に起きた災害情報

災害発生の可能性がある場所
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比較的安全と思われる場所

その他情報

・大雨で浸水、今は空き家
（1988年 8/14）

・片貝川が溢れたら浸水し、
移動できなくなる

・月明川が溢れた

・上流、下流が改修され広くなった
のでこの区間が心配

・田がなくなって山の水が流れやすくなった

・水の流れがぶつかるので溢れる

・道に土砂が流れて水が溜まった

・防火水槽に流れる川が茶色になっている

・山からの水が石積から流れ出る
・濁ったら注意

・用水が詰まると道が川のようになる

・水が集中する場所なので
溢れた

・元畑が荒れており、雨が降ると川になる

・倒木が2,3本

・堰が機能しないと溢れる

・畑のせき板が崩れる
・水路の土手整備

・池が溢れる寸前だった
・溢れると人家に被害が及ぶ

・大雨時に水門（取水口）
を閉める

・県道が川になったが車は通れた
・道路に水が流れこんだため
周囲の被害は少なかった

・田んぼの土手が
崩れた

・沢の水が用水に
流れ込みいたる
ところで崩れた

・ここから先、木々が
倒れて車が通れない

・家に水が入らない
ように土のうを積んだ

・道路の土手が崩れた

・林道から水

・水が大量に流れ込み水路がえぐられている

・土手が低いところで水が溢れた

・壁を作っていたが溢れた
・水路が狭い

・水が溢れて畑が浸水した

・護岸が崩れた

・高速道路建設中の沈砂池
（今は高速道路からの流入はない）

・大雨時に取水口を閉められないか？

・早めの避難であれば
野沢小学校へ避難

・過去に崩れたことがある
・水抜きパイプから水が大量に
流れてきたら土砂災害に注意

・木々が詰まり、水が溢れ
低い場所の住宅が浸水

・野沢小学校まで避難
できない場合は社会
体育館も一つの選択肢

・台風19号レベルであれば
比較的安全（一時避難場所）
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中部横断自動車道の調整池


